
愛
校
心
に
つ
い
て

―
母
校
の
共
学
化
と
中
高

一
貫
校

併
設
に
関
連
し
て
―

東
京
桑
野
会
副
会
長

平

田

勝

也

（七
十
六
期
）

東
京
桑
野
会
に
お
い
て

は
、
現
在
し
き
り
に

″
愛

校
心
〃
が
会
員
構
成
の
若

年
層
の
減
少
と
参
加
意
識

の
低
下
と
絡
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
積
高
等
学

校
は
２
０
２
４
年
８
月
創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
た
県

内
有
数
の
伝
統
校
で
、
「開
拓
者
精
神
」
「質
実
剛
健
」

「文
武
両
道
」

の
３
つ
か
ら
な
る

「安
積
の
精
神
」
が

息
づ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
標
語
は
全
国
随
所
で
唱
え
ら
れ
る
共
通
の
精
神

で
、
本
校
だ
け
の
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
随
時
見
直

し
や
新
た
な
価
値
創
造
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
２
０
０
１
年
４
月
男
女
共
学
開
始
、
２
０

２
５
年
４
月
８
日
に
中
高

一
貫
校

「県
立
安
積
高
等
学

校

。
同
中
学
校
」
を
開
校
し
、
建
学
以
来
大
き
な
教
育

体
制
の
変
化
を
迎
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
東
京
桑
野
会
の
今
後
の
在
り
よ
う
を
考
え
て

み
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
愛
校
心
と
は
受
動
的
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
も
、
上
意
下
達
で
強
制
的
に
先
輩
か
ら
後
輩

へ
押

し
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
先
輩

。
同
輩

。
後
輩
の
間

の
絶
え
間
な
い
活
動
や
意
思
疎
通
、
相
互
連
携
と
互
い

の
共
同
作
業
に
よ
る
連
帯
や
共
感
に
よ
る
相
互
理
解
と

信
頼
に
よ

っ
て
自
然
に
育
ま
れ
る
歴
史
的
産
物
と
言
え

ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
先
輩
方
の
輝
か
し
い
大
活
躍

・

対
外
的
な
ス
ポ
ー
ツ

・
音
楽
会

・
学
校
祭

・
修
学
旅
行

等

へ
の
自
発
的
参
加
と
応
援
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
あ
る
い
は
様
々
な
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
よ

っ
て
共
同
参

加
に
よ
る
共
感
と
連
帯
等
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。
在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
関
係
者

一
同

の
共
通
の
土
俵
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
開
校
以
来

の
様
々
の
経
験
の
蓄
積
が
熟
成
さ
れ
、
自
由
闊
達
な
議

論
に
基
づ
く
伝
統
と
か
精
神
と
か
が
形
成
さ
れ
て
き
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
安
積
高
等
学
校
の
歴
史
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
る
上
記
の
男
女
共
学
開
始
と
中
高

一
貫
校
開
始

の
重
要
事
項
を
中
心
に
、
愛
校
心
と
絡
め
て
論
じ
よ
う

と
思
い
ま
す
。

先
ず
は
、
当
校
の
設
立
に
か
か
わ
る
時
代
背
景
を
説

明
致
し
ま
す
。

江
戸
時
代
末
期
の
日
本
は
黒
船
来
航
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
欧
米
諸
国
の
植
民
地
獲
得
競
争
の

一
環

と
し
て
各
国
の
来
航
が
頻
発
し
、
江
戸
幕
府
と
諸
藩
の

夫
々
の
異
な
る
対
応
に
よ

つ
て

一
貫
し
て
諸
外
国
に
対

処
す
る
統

一
外
交
が
で
き
ず
、
内
戦
と
な
り
明
治
維
新

を
迎
え
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
世
界
情
勢
か

ら
、
欧
米
諸
国
の
視
察
及
び
遊
学
は
江
戸
時
代
末
期
か

ら
薩
摩
藩

・
長
州
藩
及
び
江
戸
幕
府
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
中
国
の
ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
る
植
民
地

化
な
ど
の
脅
威
を
強
く
懸
念
し
た
維
新
政
府
は
、
こ
れ

を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に
迅
速
に
進
め
る
と
同
時
に
、

お
雇
い
外
国
人
な
ど
を
導
入
す
る
な
ど
、
国
力
を
急
速

に
高
め
る
た
め
、
直
接
に
文
物

・
科
学

。
商
工
業

・
諸

法
規
の
整
備
を
進
め
、
廃
藩
置
県
を
経
る

「文
明
開
化
」

の
流
れ
が
あ
り
、
併
せ
て
東
京
帝
国
大
学
の
前
身
の
大

学
校
整
備
を
進
め
、
明
治
三
年
二
月
に

「大
学
規
則
」

と
と
も
に

「中
小
学
規
則
」
を
定
め
ま
し
た
。

欧
米
の
学
校
制
度
に
な
ら

つ
て
、
学
校
を
三
段
階
に

構
成

「中
小
学
規
則
」
を
定
め
、
こ
の
中
学
は

「専
門

学
」
を
授
け
る
学
校
で
あ
り
、
学
制
後
の
中
学
校
と
は

か
な
り
異
な

っ
た
性
格
で
、
当
時
の
諸
藩
や
府
県
の
学

制
改
革
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
後

「中
学
」
ま
た
は

「中
学
校
」
と
称
す
る
学
校
が
各
地
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
の
中
学
校
は
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
最
高
学

府
で
あ
り
、
小
学
校
よ
り
も
程
度
の
高
い
普
通
教
育
お

よ
び
専
門
教
育
の

一
部
を
授
け
る
総
合
的
な
教
育
機
関

で
し
た
。
そ
し
て
多
く
は
そ
の
藩
や
府
県
の
教
育
行
政

の
機
能
を
も
持
ち
、
ま
た
教
員
養
成
機
関
を
も
兼
ね
て

い
ま
し
た
。
旧
制
中
学
校
は
、
中
学
校
令

（明
治
１９
年

勅
令
第
１５
号
お
よ
び
明
治
３２
年
勅
令
第
２８
号
）
に
基
づ

き
、
各
道
府
県
に
少
な
く
と
も

一
校
以
上
の
規
定
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
（文
部
省
）

我
が
校
は
、
明
治
維
新
の
こ
れ
ら
の
学
制
改
革
の

一　
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環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
当
初
１
８
８
４
年

（明
治
１７
年
）
７
月
１２
日
―
「
二
本
松
県
安
積
中
学
校
」

を
統
合
吸
収
し
、
「
福
島
県
福
島
中
学
校
」
が
設
置
さ

れ
、
入
学
資
格
を
小
学
校
中
等
科
卒
業
程
度
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
種
々
の
変
遷
を
経
て
、
旧
制
福
島
県
立
安

積
中
学
校
と
な
り
、
終
戦
を
経
て
１
９
４
８
年

（昭
和

２３
年
）
４
月
１
日
、
学
制
改
革

（六

・
三

。
三
制
の
実

施
）
に
よ
り
、
旧
制
中
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
新
制
高
等

学
校

「福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
」
（男
子
校
）
が
発

足
し
ま
し
た
。
通
常
制
普
通
課
程

（現

・
全
日
制
課
程

普
通
科
）
を
設
置
し
、
修
業
年
限
を
３
年
と
し
ま
し
た
。

更
に
、
２
０
０
１
年

（平
成
１３
年
）
４
月
１
日
男
女
共

学
を
開
始
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
２
０
２
０
年

（令
和

２
年
）
２
月
―
福
島
県
教
育
委
員
会
は
、
２
０
２
５
年

度
に
安
積
高
校
を
中
高

一
貫
校
併
設
と
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
（福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
Ｈ
Ｐ
他
）

以
上
大
急
ぎ
で
、
当
校
の
設
立
の
経
緯
を
述
べ
ま
し

た
が
、
先
ず
は
主
題
の
男
女
共
学
開
始
に
つ
い
て
論
考

致
し
ま
す
。

日
本
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
男
女
別
学
で
あ
り
、

封
建
的
な
男
尊
女
卑
の
考
え
方
が

一
般
的
で
し
た
。
し

か
し
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
で
米
国
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
教
育
改
革
が
実
施
さ
れ
、
「男
女
平
等
」

の

概
念
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は

「女
性
に
も
高
等
教
育
を
受
け
さ
せ
る
ベ

き
だ
」
と
主
張
し
、
こ
れ
を
受
け
て
教
育
使
節
団
が
派

遣
さ
れ
、
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
の
教
育
の
機
会
均

等
と
共
学
を
推
進
す
る
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
４
７
年
に
は
日
本
で
初
め
て
の
学
習
指

導
要
領
が
発
表
さ
れ
、
教
科
ご
と
で
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
を
通
し
た
教
科
の
目
的

。
内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

更
に
時
代
は
進
み
、
全
国
で
高
校
も
男
女
共
学
の
波

が
起
こ
り
、
次
第
に
従
来
の
男
女
別
学
の
流
れ
が
変
わ

り
始
め
ま
し
た
。

福
島
県
に
お
い
て
も
、
２
０
０
０
年
台
前
半
ま
で
に

県
下
公
立
高
等
学
校
の

「男
女
共
学
化
」
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
の
各
校
で
は
賛
否
両
論
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
旧
制
中
学
校
、
旧
制
高
等
女
学
校
で

は
こ
の
論
争
が
頻
発
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
、
公
立
高

校
で
は
新
し
い
制
度
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
立

高
校
で
は
必
ず
し
も

一
律
に
進
め
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。こ

こ
で
は
、
ま
ず
共
学
の
利
点
と
欠
点
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。
「共
学
校
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

男
女
別
学
と
の
違
い
を
解
説
／
」
（塾
選
）
引
用
。　
一

部
手
を
加
え
ま
し
た
。

〔利
点
〕

①
男
女
が
お
互
い
に
、
い
い
影
響
を
与
え
合
い
、
実
社

会
に
近
い
環
境
と
し
ま
す
。

②
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
切
磋
琢
磨

し
合
え
ま
す
。

③
社
会
に
出
て
か
ら
の
適
応
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
異
性
が
近
く
に
い
る
環
境
で
得
ら
れ
る
経
験
が
沢
山
　
５２

あ
り
、
「楽
し
か

っ
た
／
」
と
い
う
感
想
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〔欠
点
〕

①
男
女
の
特
性
に
応
じ
た
授
業
を
展
開
し
づ
ら
い
面
が

あ
り
ま
す
。

②
異
性
の
目
が
気
に
な
り
、
窮
屈
さ
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

③
学
業
面
が
疎
か
に
な
る
こ
と
も
、
時
に
は
生
じ
ま
す
。

④
先
入
観
が
邪
魔
を
し
て
、
選
択
肢
を
狭
め
て
し
ま
う

こ
と
も
、
時
に
あ
り
ま
す
。

男
女
共
学
の
利
欠
点
や
同
別
学
の
利
欠
点
に
つ
い
て

は
様
々
の
主
張
や
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
夫
々

論
拠
に
頷
け
る
点
や
必
ず
し
も
納
得
で
き
な
い
点
が
あ

り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
制
度
は
既
に
決
定
事
項

と
し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
も
当
初
は
、
男
子
生
徒
の
専
有
率
が
下
が
り
、

必
ず
し
も
学
業
優
劣
と
は
関
連
し
な
い
多
種
多
様
な
優

れ
た
資
質
を
持

つ
生
徒
の
採
用
が
難
し
く
な
り
、
郡
山

市
周
辺
の
特
色
あ
る
地
域
性
が
薄
れ
、
歴
史
や
伝
統
の

継
続
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
母
校
を
訪
ね
る
と
、
女
子
生
徒
が
礼
儀
正

し
く
先
輩
に
礼
を
し
た
り
、
東
京
桑
野
会
総
会
で
バ
ン

カ
ラ
風
の
元
気
の
よ
い
女
子
卒
業
生
の
挨
拶
を
見
る
と
、

あ
る
種
の
頼
も
し
さ
も
あ
り
、
改
め
て
共
学
の
意
義
を

考
え
る
必
要
性
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
に
立
ち
ま

す
。



こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
既
に
進
行
中
の
男
女
共
学
の

現
実
を
踏
ま
え
て
改
め
て
利
欠
点
を
掘
り
下
げ
て
、
新

安
積
高
等
学
校
の
新
た
な
進
路
を
模
索
し
存
立
理
念
を

確
立
す
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
当
局
や
現

役
生
徒
や
卒
業
生
も
含
め
て
、
今
後
の
安
積
高
等
学
校

の
あ
る
べ
き
姿
や
具
体
的
な
教
育
方
針

。
各
種
ク
ラ
ブ

活
動

。
校
歌

。
応
援
歌
等
に
つ
い
て
率
直
な
議
論

・
討

論

。
投
稿
等
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
も
は
や
、

在
学
生
徒
の
四
十
数
％
を
越
え
る
女
生
徒
の
存
在
を
抜

き
に
し
た
議
論
は
あ
り
得
ず
、
安
積
高
等
学
校
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
す
べ
き
根
本
的
な
問
題
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。
東
京
桑
野
会
の
存
立
基
盤
に
も
重
大
な
影
響
を

与
え
る
命
題
で
、
関
係
者
の
大
い
な
る
努
力
と
問
題
点

の
掘
り
下
げ
が
必
要
で
す
。

次
に
、
中
高

一
貫
校
は
本
年
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
も
そ
も
何
故
こ
の
よ
う
な
学
制
が
必
要
と
さ
れ

た
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
高

一
貫
教
育
制
度
は
、
「２１
世
紀
を
展
望
し
た
我

が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

（平
成
９
年
６
月

中
央
教
育
審
議
会
第
２
次
答
申
）
に
お
い
て
、
そ
の
基

本
的
な
考
え
方
や
制
度
の
骨
格
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
答
申
に
お
い
て
は
、
中
高

一
貫
教
育
が
、

私
立
の
中

。
高
等
学
校
を
中
心
に
、
実
際
上
相
当
の
広

が
り
を
持

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
現
状
も
踏
ま
え
、
心
身

の
成
長
や
変
化
の
著
し
い
多
感
な
時
期
に
あ
る
中
等
教

育
に
お
い
て
、　
一
人

一
人
の
能
力

・
適
性
に
応
じ
た
教

育
を
進
め
る
た
め
、
中
学
校
教
育
と
高
等
学
校
教
育
を

６
年
間

一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
大
き
な
幾

つ

か
の
利
点
を
持

つ
中
高

一
貫
教
育
を
享
受
す
る
機
会
を
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
広
く
提
供
す
べ
く
、
中
高

一
貫
教

育
を
導
入
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

（文
部
科
学
省
）

こ
の
よ
う
な
国
の
方
針
を
受
け
、
福
島
県
に
お
い
て

も
中
高

一
貫
教
育
の
導
入
方
針
を
固
め
、
既
に
会
津
学

鳳
高
等
学
校

　

（平
成
１９
年
度
）
・
ふ
た
ば
未
来
学
園

高
等
学
校

（平
成
３１
年
度

（令
和
元
年
度
）
）
が
誕
生

致
し
ま
し
た
。

設
立
理
念
は
国
の
方
針
に
準
じ
る
も
の
で
、
福
島
県

教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
２
０
年
２
月
に
策
定
し
た

「中
高

一
貫
教
育
後
期
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
既
設

高
に
続
き
新
た
な
中
高

一
貫
教
育
校
を
安
積
高
等
学
校

に
併
設
型
で
設
置
し
ま
し
た
。
基
本
計
画
で
は
、
学
校

の
概
要
や
教
育
内
容
、
開
校
に
向
け
た
教
育
内
容
等
準

備
計
画
、
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

学
校
名
は
福
島
県
立
安
積
中
学
校

。
高
等
学
校
。
開

校
年
度
は
２
０
２
５
年
度
。
設
置
課
程

・
学
科
は
全
国

制
普
通
科
。
生
徒
募
集
定
員
は
中
学
校
６０
名
。
通
学
区

域
は
県
下

一
円
。
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル

（Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
に
お
け
る
課
題
研
究
を
軸
と
し
た

産
学
官
連
携
、
地
域
と
の
共
創
等
を
特
色
と
す
る
取
組

み
や
、
文
化
活
動
を
尊
ぶ
郡
山
市
の
立
地
を
生
か
し
た

教
育
内
容
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
の
柱
と
し
て
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
を
掲
げ
、
創
造
性
、
表
現
力
、

課
題
解
決
力
等
を
育
成
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
共
に
就
学

生
徒
が
減
少
し
、
県
内
で
も
学
校
の
集
約
化
に
よ
る
統

廃
合
が
進
行
中
で
、
教
育
界
の
再
編
成
が
行
わ
れ
学
校

の
絶
対
数
が
縮
小
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
き
と
今

回
の
改
革
と
は
謂
わ
ば
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の

よ
う
な

一
連
の
動
き
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
、
複
雑
微

妙
な
心
境
で
す
。

新
し
い
時
代
の
風
土
に
は
、
そ
れ
に
適
し
た
新
し
い

器
と
新
し
い
酒
も
必
要
で
、
勇
気
を
も

っ
て
改
め
る
点

と
、
新
し
く
取
り
入
れ
る
点
を
点
検
し
、
柔
軟
に
関
係

者

一
同
大
い
に
盛
り
上
が

っ
て
、
新
し
い
伝
統
を
築
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
最
後
に
、
以
上
の
考
究
す
べ
き
思
索
に
は
、
英
国

。

仏
国

。
独
国

。
米
国

。
中
国
等
の
明
治
日
本
が
範
と
し

た
当
時
の
先
進
国
の
教
育
制
度
の
検
証
や
再
発
見
も
必

要
で
す
。
私
は
、
個
人
的
に
は
、
英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド

・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
等

へ
の
著
名
な
進
学
校
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
厳
し
く
も
お
お
ら
か
な
教
育
方

針

・
校
風
が
理
想
的
で
、
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
ヒ
ル
ト
ン
が

１
９
３
４
年
に
発
表
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
で
、
「チ
ッ

プ
ス
先
生
さ
よ
う
な
ら
」
に
描
か
れ
る
自
由
な
空
気
と

歴
史
と
が
眩
し
く
見
え
ま
す
。
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